
提

出

者

大

石

尚

子

平
成
十
六
年
八
月
三
日
提
出

質

問

第

三

六

号

入
国
管
理
局
に
よ
る
不
法
滞
在
者
対
策
と
在
留
資
格
認
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書

36



入
国
管
理
局
に
よ
る
不
法
滞
在
者
対
策
と
在
留
資
格
認
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
府
は
、
来
日
外
国
人
に
よ
る
犯
罪
を
防
止
す
る
た
め
に
、
我
が
国
に
約
二
十
五
万
人
潜
在
す
る
と
さ
れ
る
不
法
滞
在
者
を

今
後
五
年
間
で
半
減
す
る
目
標
を
掲
げ
、
取
締
り
を
強
化
し
て
き
た
。
し
か
し
、
入
国
管
理
局
に
よ
る
取
締
り
強
化
や
在
留
資

格
審
査
の
厳
格
化
に
つ
い
て
、
疑
問
や
懸
念
の
声
が
上
が
っ
て
お
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

不
法
入
国
の
斡
旋
や
偽
変
造
旅
券
等
の
作
製
に
係
わ
る
組
織
を
摘
発
す
る
た
め
の
施
策
と
そ
の
成
果
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

二

本
年
二
月
よ
り
入
局
管
理
局
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
開
始
し
た
、
不
法
滞
在
し
て
い
る
外
国
人
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を

受
け
付
け
る
制
度
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
差
別
や
人
権
侵
害
の
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
人
権
団
体
か
ら
中
止
の
要
請
が
あ
っ

た
が
、
制
度
の
趣
旨
説
明
や
情
報
入
力
画
面
に
若
干
修
正
が
加
え
ら
れ
、
現
在
も
継
続
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
提
供
さ
れ

た
情
報
に
基
づ
い
て
捜
査
を
行
っ
た
件
数
、
実
際
に
不
法
滞
在
者
摘
発
に
つ
な
が
っ
た
件
数
、
個
人
情
報
の
観
点
か
ら
提
供

さ
れ
た
情
報
の
管
理
体
制
を
踏
ま
え
た
上
で
、
今
後
情
報
受
付
制
度
を
見
直
す
の
か
ど
う
か
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

三

本
年
六
月
に
実
施
さ
れ
た
不
法
就
労
外
国
人
対
策
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
け
る
広
報
活
動
に
つ
い
て
、
関
係
省
庁
、
及
び
地

一



方
自
治
体
、
関
係
団
体
に
対
す
る
協
力
依
頼
の
内
容
と
国
か
ら
の
予
算
措
置
の
有
無
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
翻
訳
さ
れ
た
言
語

や
そ
の
配
布
状
況
に
つ
い
て
、
実
施
状
況
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
入
国
管
理
局
幹
部
職
員
が
中
国
当
局
に
行
っ
た
不
法
滞
在
防
止
に
関
す
る
協
力
の
申

し
入
れ
に
つ
い
て
、
双
方
の
出
席
者
と
そ
の
役
職
、
日
本
側
の
協
力
要
請
内
容
、
協
力
要
請
に
対
す
る
中
国
側
の
反
応
、
中

国
側
か
ら
の
意
見
等
、
会
談
の
要
旨
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
不
法
滞
在
者
対
策
に
つ
い
て
中
国
当
局
と
の
協
議
を

定
例
化
す
る
予
定
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
中
国
以
外
の
国
へ
の
協
力
要
請
を
行
う
予
定
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
政
府
の
見
解

に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

本
年
四
月
に
日
本
へ
の
留
学
・
就
学
を
希
望
し
て
い
た
中
国
人
に
対
す
る
在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
交
付
率
が
昨
年
同
時

期
に
比
べ
て
激
減
し
て
い
る
こ
と
、
及
び
地
方
入
国
管
理
局
に
よ
っ
て
交
付
率
が
大
幅
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

申
請
書
類
を
審
査
す
る
際
に
全
入
国
管
理
局
共
通
の
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
各
審
査
官
の
裁
量
の
幅
は
ど

の
程
度
な
の
か
、
審
査
要
件
に
つ
い
て
今
後
見
直
す
の
か
ど
う
か
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

タ
イ
で
両
親
と
死
別
し
、
養
子
縁
組
を
し
た
祖
父
母
と
都
内
に
住
む
タ
イ
国
籍
の
メ
ビ
サ
さ
ん
の
在
留
資
格
問
題
に
つ
い

て
、
永
住
者
の
六
歳
未
満
の
養
子
に
つ
い
て
は
定
住
者
へ
の
資
格
変
更
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
六
歳
以
上
の
養
子
で

二



は
認
め
ら
れ
な
い
理
由
は
何
か
、
定
住
者
資
格
を
満
た
さ
な
い
案
件
全
て
に
つ
い
て
法
相
が
認
め
る
「
特
別
な
理
由
」
が
あ

る
か
検
討
さ
れ
る
の
か
、
全
て
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
マ
ス
コ
ミ
等
で
話
題
に
な
っ
た
案
件
の
み
に
つ
い

て
検
討
す
る
の
か
、
法
相
が
認
め
る
「
特
別
な
理
由
」
に
よ
り
定
住
資
格
が
認
め
ら
れ
た
案
件
が
あ
っ
た
の
か
、
定
住
資
格

の
要
件
を
含
め
、
在
留
資
格
制
度
に
つ
い
て
今
後
見
直
す
の
か
ど
う
か
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七

先
の
日
韓
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
小
泉
純
一
郎
首
相
が
来
年
三
月
か
ら
の
愛
知
万
博
開
催
期
間
中
は
韓
国
人
に
対
す
る
観

光
査
証
を
免
除
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
が
、
政
府
は
、
開
催
期
間
後
も
韓
国
人
に
対
す
る
観
光
査
証
を
恒
久
的
に
免
除
す
る

考
え
が
あ
る
の
か
、
政
府
の
見
解
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


